
小学部回収率　 95% 78 / 82
中学部回収率　 86% 32 / 37
高等部回収率　 74% 89 / 121
全校回収率　 83% 199 / 240

学部 A B C D ? 無答 合計 A+B C+D
1 52 18 4 0 4 0 78 70 4

66.7% 23.1% 5.1% 0.0% 5.1% 0.0% 100.0% 89.7% 5.1%
18 13 0 0 1 0 32 31 0

56.3% 40.6% 0.0% 0.0% 3.1% 0.0% 100.0% 96.9% 0.0%
51 28 5 3 2 0 89 79 8

57.3% 31.5% 5.6% 3.4% 2.2% 0.0% 100.0% 88.8% 9.0%
121 59 9 3 7 0 199 180 12
60.8% 29.6% 4.5% 1.5% 3.5% 0.0% 100.0% 90.5% 6.0%

2 47 23 4 0 3 1 78 70 4
60.3% 29.5% 5.1% 0.0% 3.8% 1.3% 100.0% 89.7% 5.1%
18 11 3 0 0 0 32 29 3

56.3% 34.4% 9.4% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 90.6% 9.4%
48 29 6 3 2 1 89 77 9

53.9% 32.6% 6.7% 3.4% 2.2% 1.1% 100.0% 86.5% 10.1%
113 63 13 3 5 2 199 176 16
56.8% 31.7% 6.5% 1.5% 2.5% 1.0% 100.0% 88.4% 8.0%

3 41 24 5 0 8 0 78 65 5
52.6% 30.8% 6.4% 0.0% 10.3% 0.0% 100.0% 83.3% 6.4%
16 13 1 0 2 0 32 29 1

50.0% 40.6% 3.1% 0.0% 6.3% 0.0% 100.0% 90.6% 3.1%
51 27 7 2 2 0 89 78 9

57.3% 30.3% 7.9% 2.2% 2.2% 0.0% 100.0% 87.6% 10.1%
108 64 13 2 12 0 199 172 15
54.3% 32.2% 6.5% 33.3% 6.0% 0.0% 100.0% 86.4% 7.5%

4 42 26 6 1 2 1 78 68 7
53.8% 33.3% 7.7% 1.3% 2.6% 1.3% 100.0% 87.2% 9.0%
20 9 2 1 0 0 32 29 3

62.5% 28.1% 6.3% 3.1% 0.0% 0.0% 100.0% 90.6% 9.4%
39 37 6 1 3 3 89 76 7

43.8% 41.6% 6.7% 1.1% 3.4% 3.4% 100.0% 85.4% 7.9%
101 72 14 3 5 4 199 173 17
50.8% 36.2% 7.0% 1.5% 2.5% 2.0% 100.0% 86.9% 8.5%

5 50 19 9 0 0 0 78 69 9
64.1% 24.4% 11.5% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 88.5% 11.5%
21 8 2 1 0 0 32 29 3

65.6% 25.0% 6.3% 3.1% 0.0% 0.0% 100.0% 90.6% 9.4%
49 33 4 1 2 0 89 82 5

55.1% 37.1% 4.5% 1.1% 2.2% 0.0% 100.0% 92.1% 5.6%
120 60 15 2 2 0 199 180 17
60.3% 30.2% 7.5% 1.0% 1.0% 0.0% 100.0% 90.5% 8.5%

6 53 15 5 0 5 0 78 68 5
67.9% 19.2% 6.4% 0.0% 6.4% 0.0% 100.0% 87.2% 6.4%
19 8 3 1 1 0 32 27 4

59.4% 25.0% 9.4% 3.1% 3.1% 0.0% 100.0% 84.4% 12.5%
42 33 6 2 5 1 89 75 8

47.2% 37.1% 6.7% 2.2% 5.6% 1.1% 100.0% 84.3% 9.0%
114 56 14 3 11 1 199 170 17
57.3% 28.1% 7.0% 1.5% 5.5% 0.5% 100.0% 85.4% 8.5%
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評　　価　　項　　目
Ⅰ 交流および共同

学習を通して、地
域社会の人々に
本校や児童生徒
について知っても
らう努力をしてい
る。
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保護者会、懇談、
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Ⅱ 卒業後の生活を
考え、必要な事
柄を具体的に指
導している。

Ⅲ 学校は、安全で
安心して子どもた
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7 54 18 5 0 1 0 78 72 5
69.2% 23.1% 6.4% 0.0% 1.3% 0.0% 100.0% 92.3% 6.4%
21 9 2 0 0 0 32 30 2

65.6% 28.1% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 93.8% 6.3%
57 16 10 2 4 0 89 73 12

64.0% 18.0% 11.2% 2.2% 4.5% 0.0% 100.0% 82.0% 13.5%
132 43 17 2 5 0 199 175 19
66.3% 21.6% 8.5% 1.0% 2.5% 0.0% 100.0% 87.9% 9.5%

8 59 14 4 0 1 0 78 73 4
69.2% 23.1% 6.4% 0.0% 1.3% 0.0% 100.0% 92.3% 6.4%
19 11 2 0 0 0 32 30 2

59.4% 34.4% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 93.8% 6.3%
46 29 7 2 4 1 89 75 9

51.7% 32.6% 7.9% 2.2% 4.5% 1.1% 100.0% 84.3% 10.1%
124 54 13 2 5 1 199 178 15
62.3% 27.1% 6.5% 1.0% 2.5% 0.5% 100.0% 89.4% 7.5%

9 55 19 2 0 2 0 78 74 2
70.5% 24.4% 2.6% 0.0% 2.6% 0.0% 100.0% 94.9% 2.6%
22 9 1 0 0 0 32 31 1

68.8% 28.1% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 96.9% 3.1%
55 20 6 3 3 2 89 75 9

61.8% 22.5% 6.7% 3.4% 3.4% 2.2% 100.0% 84.3% 10.1%
132 48 9 3 5 2 199 180 12
66.3% 24.1% 4.5% 1.5% 2.5% 1.0% 100.0% 90.5% 6.0%

記述欄では、様々なご意見等を頂きました。一部を現在の学校の取り組みとともに紹介します。
○：御意見等　　→：取り組み等

〈進路関係〉
○ 生活介護を卒業後考える場合の情報の提供が少ない。
→

○

→

○ 卒業後の具体的な指導を全体ではなく個々にしてほしい。
→

○ 説明会等で専門的な言葉が多く、一般的な言葉でないので理解しにくい。
→

〈危機管理・災害への対応〉
○

→ 名札に関しては、PTA総会や保護者会等で携帯の徹底を促していきたいと思います。

○ 非常食等の備蓄が不十分な気がする。
→

○

→
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Ⅳ 障がいに配慮し
ながら、わかりや
すい方法で指導
している。

小学部

中学部

生徒向け、保護者向けの施設見学では、生活介護を重視し、また、肢体不自由者への対応なども考え
て、内容を設定しております。今後もより詳細の情報が提供できますよう、係の担当を置き、改善を図り
たいと思います。
重複学級で卒業後生活介護へ進む生徒は、身体機能・筋力の維持・向上が必要で、作業の時間を自立
活動や生単で、卒業後の生活を重視した指導を望んでいる。

教職員は子ども
の人権を尊重し
た関わりを心が
けている。

小学部

中学部

高等部

合計

教室環境を整備
し、教材・教具を工
夫している。

小学部

中学部

高等部

合計

高等部

合計

学校安全に関する問題について検討する組織を立ち上げ、それぞれの係から出されているマニュアル
をまとめるとともに、万一の場合に保護者との連携をスムーズに図りながら迅速に対応していけるよう
に、態勢を整えるようにします。

不審者対策に関しては、足利警察署に来校してもらい署員からさすまたの使い方など研修を受けてい
ます。また、各校舎1階の教室にさすまたを配置し、不審者等へ速やかに対応できるようにしています。

保護者の名札を携帯していなくても特に注意をされない。声かけが必要ではないか。侵入者に対しての
防犯対策が見えない。さすまた等は職員に展開されているのか。

生活介護の活動の中でも、作業だけではなく、療育的な内容、創作的な内容が盛り込まれている施設も
あります。本校の教育活動もそれら将来のことを意識して教育内容を考えていく必要があります。

高等部では、担任との個別懇談、現場実習、また、就業・福祉支援相談会など個別にお話しする機会が
あります。小学部、中学部においても、個別懇談とさらに進路に関するお話ができるよう、学部に係を置
いて、対応できるようにしていきたいと思います。

福祉サービスについては、年ごとに微妙な変化があり、難しい言葉も多々あります。契約については、
保護者が主体となりますので、覚えて頂きたいことが多々あるのも事実です。分かりやすい資料が提供
できるよう努力していきたいと思います。

保護者に安全にかつ早く引き渡すことを第一に考えています。非常食の内容や寒さ対策等、細かな点
ではまだ課題があるので、引き渡し訓練の実施とともに地域と連携し、万一に備え検討していきます。
危機管理マニュアルを配布してほしい。避難訓練や引き渡し、薬の保管などまだまだ改善しなくてはい
けないと思う。


